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１．研究内容

　ヒト iPS細胞から作製した神経細胞を用いて、医薬
品の薬効、安全性、毒性試験法の開発を行っています。
　カーボンナノチューブなどの材料を用いた神経細胞
の機能を計測できる電極、生体適合性材料を用いた３
次元組織モデルの構築技術、神経ネットワーク活動か
ら毒性や薬の作用機序を予測することができる人工知
能（AI）などの開発を行っています。

２．地域・産学連携の可能性

　医薬品のみならず、化学物質全般に対して、ヒトの
中枢神経系および末梢神経系へ及ぼす影響について調
べることが可能です。
　新規材料を用いた電極開発、微小組織モデルの開発
（神経系に限らない）、電気・光計測システムの開発等
も可能です。
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